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日本に珍らしく、彼は内奥の世界を探ろうとして居
る。屡々ドイツ近代の抒情的な画家ポール・クレー
の影響を受けて居ると云われるが、示唆は受けたで
あろうが、決して追従ではない。はるかにそれより
も肌理のこまかい、情緒の柔い、云わば日本的なる
ものである。ブラジルの国際展で、斎藤と同様、日
本人賞、又スイスの版画国際展に国際賞を受けて居
るが、それはやはり外国にとって新しい味を感じさ
せた結果であろうと思う。銅版家の少い日本にとっ
ては確かに大切にされていい作家である。彼は現在
の世界にはむしろ不信で、その奥の世界に心を傾け
て居る。（恩地孝四郎『日本の現代版画』創元社、1953年、

65‒66頁）

駒井哲郎（1920–76）は、15歳でエッチングを始め、東

京美術学校在学中の第4回新文展（1941）に入選するな

ど早くから頭角を現す。戦争の混乱の中で制作は中断を

余儀なくされ、制作を再び始めるのは1947年のことであっ

た。恩地孝四郎らの版画研究会「一木会」の同人となって

研鑽を積み、翌年の第16回日本版画協会展で受賞し、同

会会員に推されている。1950年の第27回春陽会展に出

品された《孤独な鳥》（1948）は春陽会賞をもたらし、畢生

の代表作となる《束の間の幻影》（1951）が出品された翌

28回展では会員に推挙された。31歳を目前にしてのこ

とであった。さらにこの作品に対して同年のサンパウロ・

ビエンナーレで木版画の斎藤清と共に在聖日本人賞が授

けられたことに加え、翌年のルガノ白と黒国際版画展で

も木版画の棟方志功とともに優秀賞が与えられるなど、

駒井の名は浜田知明（1917–2018）と並ぶ若手の銅版画

の旗手として喧伝されるところとなった。

冒頭に掲げた恩地の文章は駒井が急速に評価を高めた

時期に書かれたものであるが、「現在の世界にはむしろ不

信で、その奥の世界に心を傾けて居る」という評言は、駒

井自身の「芸術に対して別に確固とした信念を持ってい

るわけではないのだが、現実に存在する事物から真の存

在を感じることが出来ないのだ。すべて現実にあるもの

はなにか虚像のように感じられる」（「私の芸術」1970年）

という言葉を予告するもので、この作家の気質が、ヴォリ

ンガー流に言えば、現実との違和感から「感情移入衝動」

よりも「抽象衝動」に衝き動かされるモダンアートの芸術

家のそれに通じていることをじつによく捉えている。当

初から指摘されているクレーとの作風の類似も、決して

表面的なものではなく、近代芸術家が抱く世界を前にし

ての根源的な不安のようなものを共有していたという言

うべきであろう。他方、そうした精神的な類縁性の指摘

にとどまらず、駒井がクレーや他の芸術家から何に触発

され、自らの表現に高めていったかを具体的な作品を通

じて明らかにすることが課題として残されている。横浜

美術館で開催された今回の展覧会は、ある意味でそのよ

うな問題意識によって企画されたといってよいもので、

クレーに加え、デューラー、レンブラント、メリヨン、ホイッ

スラー、ルドン、ブレダン、エルンスト、ミロらの作品世

界との対比が幅広く試みられている。

駒井哲郎の仕事をまとまって紹介する展覧会は、没後

の1980年に東京都美術館で行われた「駒井哲郎銅版画展」

が最初である。前年に刊行された『駒井哲郎銅版画作品

集』（美術出版社）所収の366点に及ぶ「銅版画カタログ」

の成果を踏まえた銅版画357点を含む総計408点の大規

模な展観で、都美術館所蔵の約200点の作品と遺族等に

残された作品を中心に構成されたものである。

1994年には大規模な展覧会が二つ開催されている。

ひとつは埼玉県立近代美術館の「果実の受胎 駒井哲郎

と現代版画家群像」展で、同館に寄贈された95点のコレ

クションをお披露目すべく開かれたものである。都美術館

と個人蔵の作品を加えた133点の駒井作品が出陳されて

いる。もうひとつは、練馬区立美術館の「駒井哲郎・清宮

質文二人展」で、銅版画116点を含む総計138の駒井作

品が集められた。こちらは個人蔵の作品を中心に和歌山

クレーが開いた内なる世界の軌跡─「駒井哲郎 煌めく紙上の宇宙」
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県立近代美術館、東京国立近代美術館、町田市立国際版

画美術館の作品を加えて構成されている。

21世紀になってからは、2008年に名古屋ボストン美術

館で開催された「駒井哲郎銅版画展 ─俳人による：イ

メージと言葉の共振」は、館長・馬場駿吉の知られざるコ

レクション64点の公開ということで注目を集めた。町田

市立国際版画美術館を皮切りに2011年から翌年にかけて、

全国6会場を巡回して開かれたのが「駒井哲郎 1920–

1976」展である。福原義春コレクション約500点による

この展覧会は80年の駒井展を超える規模のもので、後に

同コレクションの寄贈を受けた世田谷美術館は駒井の最

大の所蔵館となった。

今回の横浜美術館の展覧会は、この福原コレクション

68件96点を核としつつ、埼玉近美（27点）、都現美（13点）、

町田（8点）、千葉市の美術館の作品等を加えて構成され

たもので、約210点の駒井作品が出品されている。展覧

会主担当の片多祐子氏のメインエッセーのタイトル「東西

の美術・文学・音楽の交差点としての駒井哲郎」が示すよ

うに、本展では詩人との交流や詩画集に重きが置かれて

おり、大岡信旧蔵のコレクション（明治大学蔵、6点）と粟

津則雄旧蔵のコレクション（練馬区立美術館蔵、8点）が加

わっている。

展覧会は次の六つのパートで構成されたものであった。

 1 銅版画との出会い  

2 戦後美術の幕開けとともに  

3 前衛芸術との交差  

4 フランス滞在と「廃墟」からの再生  

5 詩とイメージの競演  

6 色彩への憧憬

各章ごとに工夫が凝らされていたわけであるが、ここ

では駒井哲郎の芸術が独自の世界を獲得してから1954

年に渡仏するまでの時期に絞って若干の私見を述べるこ

とにしたい。

戦前の駒井の銅版画は14点ほどしか確認されていない

が、その大半の12点は風景表現である。本展ではそのう

ちの6点が1章に出品されている。駒井の師・西田武雄と

西田に関わりのある日本人作家の作品、および、『エッチ

ング』誌掲載作品もしくは小島烏水旧蔵の西洋作家の作

品（とくにメリヨン、ホイッスラー）など、駒井が眼にできた

可能性のある作品との対比が主眼となっている。埼玉近

美所蔵の《題名不詳》（no.6）は94年の同館の展覧会には

含まれていない作品、また、都現美所蔵の《河岸》（no.8）

は75年の収蔵ながら80年の同館での展覧会には含まれ

ていない作品ということで、実見できる貴重な機会であっ

た。なお、《河岸》（no.3）は開催館の所蔵になるものであっ

たが、アトリエマークKのエンボスのある後刷りであった。

他にもそうした作品を入れたのには積極的な理由があっ

たのであろうか。他館からの借用を減らすためだったの

かもしれないが、特に注記もなく若干の違和感を覚えた。

2章では駒井が新しい表現世界を切り開き始めた48年

から《束の間の幻影》（no.41）が生まれた51年までの3年間

─短いながらも作家にとって最も濃密な時期の一つ─

が扱われ、ルドンの作品との比較が試みられている。注

目されるのは、49年から51年にかけて制作された「夢」

連作10点のうち7点（nos.30 – 31, 37– 38, 44, 47– 48）が

集められたことである。80年の展覧会で《夢の扉》以外の

9点が展示されて以来のまとめての展示である。輸送経

費の問題があったのかもしれないが、和歌山県立近代美

術館か茨城県近代美術館の《夢の場と閃光現象》も併せ

て展示されれば一層展示効果が高まったはずである。

3章では、瀧口修造のもとに集まった前衛的なグループ

「実験工房」との関わり、1953年の資生堂ギャラリーでの

初個展が扱われることに加えて、クレーの構成主義的作

品の実験工房への重要度の観点からクレーとの関わりが

クローズアップされている。瀧口の展評等から初個展に

10点が展示されたとされる連作「夢遊病者のフーガ」は、

刷り部数が少なかったこともあり、現在まで7点しかその

存在が確認されておらず、福原コレクションにも所蔵さ

れていないものである。2013年の「実験工房」展と同様、

今回も都現美と千葉市美から6つの作品が集められており、

まとめて比較検討できる格好の機会となった。

駒井に影響を与えた西洋の芸術家との関係は6章でも

扱われ、クレーの点描表現との関わり、ルドンのパステル

画との関わり、エルンストとの関わりに焦点を当てている。

駒井と他の画家との比較の試みは、影響関係というより

も表現の類縁性という観点からであるものの、1993年の

『版画芸術』80号で既に試みられたことがある。この特集

でも本展でも同様であるが、やや残念なのは1948年から

51年という駒井の作品世界が一変する時期におけるク

レーの役割については依然として必ずしも十分に検討が

なされてこなかったことである。例外的なのは、2011

年の駒井展図録における滝沢恭司氏の論考で、「ちょう

どこの時期に制作した〈夢〉の連作や《束の間の幻影》は、
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と歓喜、厳粛と滑稽が隣り合って融合しているのがクレー

の絵」だとする駒井のクレー論の掲載された『アトリエ』

の1950年11月号では、直接《幻影》と結びつくような図

版は見当たらず、むしろ《道化役者》をはじめとする異形

の人物像がいくつも掲載されていることが特筆される（本

展に出品されたクレーでは《内なる光の聖女》（no.100）が

それに近いであろうか）。この時期に描かれた《白い黒ン坊》

（no.33）や《月の兎》（no.43）、《人形と小動物》（no.45）な

どの一群の諧謔味のある人物像はクレーに触発されたも

のとみることもできよう。

また、駒井の新境地の発端として知られる48年の《孤

独な鳥》（no.26）は、指摘のあるように、恩地孝四郎のマ

ルチブロックの手法の銅版画への応用であることは疑い

ないとしても、形象が重なり合いながら浮遊するという

自由な画面構成はやはりクレーに見出されるものである。

「夢」シリーズにしばしば見出される樹木をはじめとする

記号化されたプリミティヴな形象が画面を埋め尽くす構

成もクレーの作品世界と通じるものである。《女の館》（図3）

を解説した駒井の文章（『美術手帖』1956年12月号）のな

かにはクレーの「妖しい方形」の作品についての言及があ

るが、本展では適切にもクレーの魔法陣（《花ひらく木をめ

ぐる抽象》no.102）と駒井の《時間の迷路》（1952、no.74）

等の比較がなされている。

最後に付記しておきたいのは、単に駒井の個々の着想

源がクレーに多数見いだせることが重要なわけではない

ことである。駒井哲郎は、文学や音楽に深い関心を寄せ

るなど、元来詩的な気質の強い人物だったのだが、クレー

に出会う以前にはその表現意欲に見合ったはけ口を見い

だせないままであった。のちに作家自ら「クレーの作品

を知ることによってルドンの魔力がなんだか分るように

なってきた」（わが内なるオディロン・ルドン」）と述べたよ

うに、図版を通じてであれ、絵による詩の世界に他なら

ないクレー芸術との邂逅が一つの触媒となったことは疑

いなく、「観念的な材料と物質的な材料、それに技法の効

果」（駒井）を一致させるべく、表現に見合った新たな表現

形式、技法の探求が堰を切ったように始まったのである。

もちろんクレーやルドンの「再発見」を促すきっかけと

して恩地孝四郎の存在も忘れてはならないのだが。

その後1954年に渡仏した駒井は、銅版画の巨匠たち

のエングレーヴィング版画の名品の数々を目にする機会

を得た後に自信喪失状態になった旨のことを自ら述べて

いる。本展4 – 6章の駒井の作品群は、「伝統に沿って、

しかも全く新しいものをと云うのが僕の不遜な野望」（「私

の芸術」）の実現のための試みということになるが、仕切

り直し以降の後半生の作品については他日を期したい。

いやしくも展覧会たるものには調査研究による新しい

資料や解釈の提示が含まれるべきなのは言うまでもないが、

本展で新たに岡鹿之助宛ての7通の書簡、瀧口修造宛て

2通の書簡、長谷川潔からの5通の書簡の書き起こしが掲

載されたことは今後の研究に裨益するところが大きいこ

とだろう。また今回は展覧会図録が一般書籍として刊行

されたことに加え、メインのテキストやデータがバイリン

ガルにされ海外への発信も視野に入れられたことも高く

評価されよう。何よりも本展は、数多くの比較や問題を

提示することを通じて駒井芸術の成立と展開の謎を解き

明かす機縁を与えてくれた異色の挑戦的な展覧会として

長く記憶されるに違いない。

惜しむらくは、本展では駒井の銅版画の刷りやエディ

ションの問題にさほどこだわりが見いだせなかったこと

であろう。生誕100年を目前にした今日、1999年の「銅

版画憧憬 : 駒井哲郎と浜田知明の1950年代」展（東京都

現代美術館）で一部試みられたように、駒井のコレクター

や刷りの問題の深掘りが可能な、個人蔵の作品を多数含

めた形での銅版画の包括的な展覧会が待望される。加え

て、1980年以降の新出作品や新知見を盛り込んだ新た

なカタログ・レゾネの作成の機運が高まることも期待し

たい。


